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Research Abstract

研究の⽬的は、⼩児悪性腫瘍や⽩⾎病の新しい治療法としての臍帯⾎幹細胞移植における移植後の免疫学的再構築の特異性をヒトSCIDマウス移植実験系を⽤いて
検討することであった。まず、ヒトの臍帯⾎に存在する⾎液幹細胞の造⾎分化能を検討した。CD34陽性細胞をセルソーターにて分離後、種々サイトカイン存在下
で培養しロニ-形成法にて検討すると、顆粒球/マクロファージ系コロニー形成細胞、⾚芽球コロニー形成細胞、⾚芽球系前駆細胞の⾚芽球バースト形成細胞はin
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vivoでヒト幹細胞因⼦(SCF)+IL-3+IL-6の組み合わせを添加したとき最も多く形成された。また、液体培養の場合もこの組み合わせのサイトカイン添加で細胞数が
最も増加した。今回の⽣体外培養系では臍帯⾎幹細胞移植に有効な⼗分の細胞数は得ることができなっかた。次に、臍帯⾎単核細胞および⾻髄細胞をSCIDマウス
の腹腔に移植し経時的にヒトリンパ球の再構築、特にT細胞の再構築を調べるために胎児胸腺細胞とともに放射線照射SCIDマウスに移植する予定であったが、胎児
児胸腺が予定どうり⼊⼿できず、さらに本学の動物実験施設の放射線照射装置の⻑期故障がかさなり実験できなかった。そこで、特殊な条件になるが、未熟胸腺細
胞はEBウイルスに対するレセプターを持つので、EBウイルスと共に胸腺細胞を坑アシアロGMI抗体投与にてNK細胞除去したSCIDマウスに投与した。⼀時的に腹
腔に細胞数は増加したが明らかなヒトT細胞の増加は確認されず、T細胞の再構築の解析はできなっかた。
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